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式はこのようにMS数式エディタのオブジェクトを
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(1)
挿入することで可能です．

3 図の挿入

図を挿入するのは下の図1が一例です．テキストボックスの中に図とキャプションを組み込むと，本文とキャプションが混ざったりしません．テキスト枠の配置で，「段落に固定」を利用しない方が，編集時に図が動かずに作製しやすいです．
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図1　図の挿入例 (モノクロに限る)
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